





















































カ英語の p`l`eparatOry SChool'(通例略して p`repschool')は金
持ちの子弟が Ⅰ`vyLeague'に属する一流大学にはいる準備として行














































































































































































































































































































































































































































































るべく ｢寒いですね｣ ｢いい天気ですね｣など,天候に関する ｢～～ね｣
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を意詣摘勺に入れることが望ましく,それらのものは,実質的な意味を伴っ
た質問ではなく,単なるあいさつであることを学生に知らせて, ｢ええ,
そうですね｣と答えればいいと説明するOそうすれば,相手が ｢暑いです
ね｣とせっかくあいさつしてくれているのに,そうとは知らずに, ｢いい
え,暑くないです｣といらぬ返事をしなくても済むのである｡
3.2.2 読解の教材における文化的要素の取扱い
読解の授業は,翻訳の過程も含まれており,往々にして,自国文化の干
渉を受け,正確な理解が妨げられがちである｡そこで,学生がつまずきそ
うな所をフォローし,特に初級の段階では,学習者の自国語で,言語項目
に注をつける形で,文化的要素を説明しなければならない｡例えば, ｢お
寺｣という単語が出たら, ｢神社｣と区別するた糾 こ,次のような記述か
ら,注となるようなものを選びだすとよい｡
監お寺3 ｢てら｣ともいう｡お寺と神社はどちらも宗教関係の建物で
ある｡お寺は仏教の建物で,神社は神道の建物である｡両者を見分け
られない日本語学習者がいるが,ひとことで言うと,お寺は鳥居がな
く,人間の体をした像があるのに対して,神社は鳥屈･があり,人間の
体をした像はない｡但し,明治時代以前に ｢神仏混清｣といって,お
寺と神社が同居していた時期があった｡そのなごりで,鳥居の中にお
寺がある所も少数ながらまだ残っている｡また,お寺によっては,鍾
や塔がある所もある｡お寺で仏をまつることを業とする人を ｢お坊さ
ん｣と言うが,神社で神をまつることを業とする人を ｢神主｣と言う｡
とにかく,いず滋1のタイプの教材でも,その段階の学生のレベルに合っ
たものでなければならない｡既に教えたものについては,練習しなければ
ならないが,その練習にも文化的要素を織 り込ませる必要がある｡応用能
力を付けさせる練習というと,例えば,次の文に出会った時,どれだけイ
メ-ジをふくらますことができるかを練習させればよい｡
旅館でおいしい食事をとり,ゆったりと温泉につかると,旅のつか
れはいっぺんに消えていくようでした｡
- 『学習漢字のつかいかた辞典』教育社
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温泉郷には旅館街がある｡温.泉-行っている会社の慰安旅行などの団体客
紘,そこで二三日泊まる｡ ｢体の芯から温まる｣と言って,心身とも解放
される｡温泉は,健康と美容の効用があるばかりでなく,精神的な面でも
プラスになると信じられているO ゆっくり浸かって一息入れた後,浴衣姿
で宴会場に集まって,ビールやお酒を飲みながら,社員同士の親睦をはか
っている｡料理は,刺身などその地方の特色のあるものが出される｡この
ような練習を積み重ねていくと,ことばに対する理解も深まるのである｡
3.3.3 ｢報刊閲読｣科目における文化的要素
上級のクラスになると,日本の新開や雑誌 (主に週刊誌)の記事をその
まま持ってきて教材にするところが多いOこれは中国では ｢報刊閲読｣と
呼ばれている｡日本の新聞や雑誌を読みこなすには,普通の国語辞典に見
られるような記述を頼 りにするだけでは,とうてい足 りないのである｡そ
の足 りない部分を補 うものとして,文化的要素の勉強が必要になってくる｡
例えば,手元の新聞 (この原稿を書いている当日の1990年11月27日の朝日
新聞)を例にとると,4ペ-ジの ｢手紙｣欄に次のような投書があった.
｢現地の人と触れ合って其の理解が｣という題で,観光名所やブランド品
店ばかりを回るというような海外旅行の現状を批判する手紙である｡この
投書は, ｢海外旅行｣ということばの文化的要素で理解するのによい教材
になると思われる｡
臣海外旅行ヨ海外旅行の人数は年間一千万人を突破し,円高なども手
伝って,年々増えている0-万では,パックツアーという形では,駆
け足旅行になりがちで,現地の人との心の触れ合いが少ない｡集団で
ブランド品店などに殺到する光景は評判があまりよくない｡
上記の記事と ｢海外旅行｣の文化的要素についての記述を照らし合わせて
読糾ま,日本に対する理解は,もっと深められるであろう｡もし,辞典が
最後の ｢わ｣まで完全に出来ていれば,これを参考に,学生も先生も日本
の新開や雑誌を読むための下準備をすることができるのである｡
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四 結 語
｢郷に入れば郷に従え｣という諺があるが,たやすく実行できることで
はない｡そのためには郷についての情報を仕入れることが先決である｡し
かし,入間は惰性があり,異文化体験の時,大きい違いに対してはカルチ
ャーショックを覚えてうろたえるが,小さい違いは見過ごしてしまうこと
が多い｡結局,適応するまで失敗を繰 り返すはかはない｡もし,実際の体
験より先に,予防注射に当たる予備知識を少しでも与えていれば,大きい
違いの場合はショックを和らげ,小さい違いの場合ほはそれに気付かせる
ことができると思われる｡
日本で生活している留学生は,日本人とのコミュニケ-ションをしなけ
ればならないし,生活の各方面で暮ヨ本人と関わりを持たなければならないO
留学生の観点から見て,これだけは絶対必要であるという文化的要素を,
ことばの意味の一部分として,教材や授業の中で取 り上げる必要に迫られ
ている｡本論では,語の意味の中での文化の部分を取 り上げ,それを文化
的要素としてとらえなおし,教材や授業実践を通して,意図的に学習者に
学ばせる方法をいろいろと論述してきた｡これはあくまでも一つの提言で
あって,今後は実践に付してその効果の如何を検証する必要がある｡
最後に,語の文化的要素の記述にあたってほ,多くの方のお世話になっ
た｡これらの方々は,記述者の意図をよく理解して,いろいろな角度から
貴重な意見を出してくださった｡また,本論文の執筆にあたっては,佐治
圭三先生,徳川宗賢先生,土岐暫先生から有益な助言をいただいた｡ここ
に感謝の意を表する｡
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